同書 を 独 歩 君に 見せたら、 斿ら えもの じ やない かと 

云って 通読し なかった と 云って、 痛く 独 歩 君の 眼識に 

敬服して おられる。 花 袋 君が 独 歩 君に 敬服 せらる ると 

云う 意味 を漱 石が 独 歩 君に 敬服す ると 云う 意味に 解釈 

する もの はない からこの 点 は 安心で ある。 

愚見に よると、 独 歩 君の 作物 は 「巡査」 を 除く の ほ 

かこと ごとく 斿 えもので ある。 (小生の 読んだ ものに 

ついて 云う) ただし ズ— デルマンの カッツ エンス テツ 

ヒ より 下手な 栴 えもので ある。 花 袋 君の 「蒲団」 も栴 

えもので ある。 「生」 は 「蒲団」 ほど 痏 えて おられない。 

その代り 満谷国 四 郎君の 「車夫の 家」 のよう な 出来 栄 



えで ある。 

捲え もの を 苦にせら るるよりも、 活 きている としか 

思えぬ 人間 や、 自然と しか 思えぬ 脚色 を斿 える 方 を 苦 

心したら、 どうだろう。 斿ら えた 人間が 活 きている と 

しか 思えな くって、 斿ら えた 脚色が 自然と しか 思えぬ 

ならば、 栴 えた 作者 は 一種の クリ ー ェ— タ ー である。 

栴 えた 事 を 誇りと 心得る 方が 当然で ある。 ただ 下手で 

しかも 巧妙に 栴 えた 作物 (例えば ジュ— マの ブラ ッ 

ク • チュ— リップの ごとき もの) は 花 袋 君の 御注意 を 

の リざ いく くさみ 

待たず して 駄目で ある。 同時にい くら 糊 細工の 臭味が 

少 くても、 すべての 点に おいて 存在 を認 むる に 足らぬ 



事実 や 実際の 人間 を 書く の は、 同等の 程度に おいて 

駄目で ある。 花 袋 君 も 御 同感 だろうと 思う。 

小生 は 小説 を 作る 男で ある。 そうして ところどころ 

で 悪口 を 云われる 男で ある。 自分が 悪口 を 云われる 

< や まぎ 

口惜し 紛れに 他人の 悪口 を 云うよう に 取られて は、 悪 

くりき 

口の 功力がない と 心得て 今日まで 謹慎の 意 を 表して い 

た。 しかし 花 袋 君の 説 を 拝見して ちょっと 弁解す る必 

はし 

要が 生じた ついでに、 端な く 独 歩 花袋両 君の 作物に 

もうひょう 

妄評 を 加えた の は 恐縮で ある。 

小生 は 日本の 文芸 雑誌 を こと ご とく 通読す る 余裕と 

勇気に 乏しい ものである。 現に 花 袋 君の 主宰して おら 
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